
 

 

  

 

 

 

学校経営から学ぶ 
学校の教育目標「主体的に学び、協働的に高め合う子どもの育成」を達成するために、

「あたらしさ：よく聞き、よく考え、創りだす子ども」「あたたさ：互いに尊び、助け合

い磨き合う子ども」「たくましさ：根気強く最後までやり抜く子ども」の「三さの教育」

を合い言葉として、３つの資質・能力を意識しながら組織的に取り組まれています。特

に、授業改善については、教師自身がチェックリスト（姿勢、意識や配慮、話しの内容

や話し方の技法、指導）をもとに自己評価を行い、自ら課題を設定した「個人研」を行

うことで授業力の向上を行っています。また、単元末テストや体力の結果を詳細に分析

をすることで、それぞれの実践が子ども達の成果をもとに

より焦点化した取組となっています。加えて働き方改革も、

学期毎に具体的な目標時間を設定することで改善が図られ

ています。 

今後は、「三さの教育」を推進するために、学校をあげて

育成を目指す（教科横断的な）資質・能力を明確にされてみ

てはいかがでしょうか。このような上位目標を決めること

で、行事などを企画する際に、目的の共通理解が行われやす

くなり、実際の方法や手段は担当者に任せることができま

す。そのことで、担当者の当事者

意識が高まり、それぞれの担当

者による協働的な新たなアイデ

ィア生まれ、より効果的、効率的

な実践へとつながるとが期待さ

れます。 

参考資料「小学校学習指導要領解説 

総則編 pp47―53 ２教科等横断的な

視点に立った資質・能力 ア 言語能力」 

授業から学ぶ 

全学級の授業を参観させていただきました。どの学級

も温かい雰囲気にあふれ、タブレットの活用や学び合い

等の場があり、子ども達が活き活きと活動していました。

また、本時のねらいについては、「追求対象、着眼点、到

達点」が示されており、日常から意識されていると感じました。今後は指導案を作成す

る際、「振り返り」を教師が願う具体的なゴールの姿を「子どもを主語」にして表記して

みてはいかがでしょうか。教師が考えた「振り返り」と実際に子どもが書いたものとの

違いを分析をしたり、「めあて」との連動、評価規準との整合性について互見授業を通し

て協議したりすることで授業改善が推進されると思いました。 
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